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下野市消防団 

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で

守
る
た
め
消
防
団
女
性
部
を
組
織

下
野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
活
躍

　

10
月
23
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
下
野
市
消

防
団
消
防
操
法
競
技
会
の
開
会
式
に
お
い

て
、
女
性
消
防
団
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
機
に
防
災
意
識
が
高
ま
る

中
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
消
防
団
の
目
的
や
、
男
女
共
同
参
画

の
観
点
か
ら
女
性
の
目
線
で
の
防
災
啓
発
が

重
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
か
ら
消
防
団
女

性
部
を
組
織
し
ま
し
た
。
現
在
、
女
性
消

防
団
員
が
６
名
入
団
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）5
5
5
5

女
性
消
防
団
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　

佐
藤　

由
美
さ
ん

普
段
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

仕
事
と
家
事
で
す
。

　

子
供
を
学
校
に
見
送
っ
て
、
昼
間

は
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
女
性
消
防
団
に
入
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
す
か
？

　

震
災
後
の
救
急
隊
や
消
防
隊
が
活

躍
す
る
姿
を
見
て
、
息
子
た
ち
が
大

き
く
な
っ
た
と
き
に
良
い
手
本
と
な

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
入
団

を
希
望
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
た
い
で
す

か
？

　

以
前
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
受
け
た
と

き
、
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
が

普
及
し
た
現
在
、
し
っ
か
り
と
扱
え

る
人
が
多
く
な
る
よ
う
に
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
な
ど
で
も
防
火
防

災
の
活
動
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
12
日
（
水
）、
上
三
川
町
日
産
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
35
回
消
火

競
技
大
会
に
お
い
て
、
下
野
市
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
か
ら
出
場
し
た
２
チ
ー
ム
が
見
事

入
賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 
  

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
と
初
期

消
火
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
、
石
橋
地

区
消
防
組
合
管
内
の
１
市
２
町（
下
野
市
、

壬
生
町
、
上
三
川
町
）
の
事
業
所
・
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
出
場
す
る
チ
ー
ム
が
競

い
合
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
は

1
0
0
名
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
下

野
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
も
６
チ
ー
ム

が
出
場
。
技
術
の
正
確
さ
と
迅
速
さ
で
、

国
分
寺
Ｂ
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
南
河
内
Ｂ

チ
ー
ム
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

準
優
勝　

国
分
寺
Ｂ
チ
ー
ム

　

指
揮
者
：
倉
井
由
美
子
さ
ん

　

消
火
者
：
花
田
美
枝
さ
ん

第
３
位　

南
河
内
Ｂ
チ
ー
ム

　

指
揮
者
：
広
瀬
守
子
さ
ん

　

消
火
者
：
田
上
ひ
ろ
子
さ
ん

消
防
団
女
性
部
を
組
織

女
性
の
目
線
で
防
災
を
考
え
る

女性防火クラブのみなさん

競
技
大
会
結
果

広
報
し
も
つ
け　

23
･
12
月
号


